
◯
　
葬
儀
場


　
　
少
し
広
め
の
豪
華
な
場
所
。
椅
子
が
並
べ
ら
れ


　
　
て
い
る
。
多
く
の
参
列
者
、
喪
服
を
着
て
椅
子


　
　
に
座
っ
て
い
る
。
遺
影
に
は
、
山
口
直
弘
（
１


　
　
１
）
、
映
っ
て
い
る
。
前
列
に
は
遺
族
、
座
っ


　
　
て
お
り
、
前
で
は
お
坊
さ
ん
、
お
経
を
唱
え
て


　
　
い
る
。
遺
族
の
横
に
は
、
大
木
陸
也
（
１
８
）
、


　
　
座
っ
て
い
る
。
遺
族
た
ち
、
泣
い
て
い
る
。
陸


　
　
也
、
下
を
向
い
て
い
る
。
陸
也
の
横
に
座
っ
て


　
　
い
た
山
口
茂
雄
（
３
９
）
、
陸
也
の
背
中
を
摩


　
　
っ
て
い
る
。
す
る
と
陸
也
、
下
を
向
い
た
ま
ま


　
　
笑
い
始
め
る
。
茂
雄
、
陸
也
の
顔
を
覗
き
込
ん


　
　
で
、


茂
雄
「
大
丈
夫
か
？
」


　
　
陸
也
の
笑
い
声
、
ど
ん
ど
ん
と
デ
カ
く
な
っ
て


　
　
い
く
。
茂
雄
の
隣
に
座
っ
て
い
た
山
口
夏
子
（


　
　
３
６
）
、
茂
雄
の
肩
に
手
を
置
き
陸
也
を
見
て
、


夏
子
「
陸
也
君
？
」


　
　
親
族
や
参
列
者
、
陸
也
を
見
る
。
陸
也
、
顔
を


　
　
上
げ
て
笑
い
始
め
、
そ
の
笑
い
声
は
次
第
に
大


　
　
き
く
な
る
。


茂
雄
「
お
い
、
陸
也
君
。
ど
う
し
た
ん
だ
？
」


　
　
陸
也
、
ず
っ
と
笑
っ
て
い
る
。


茂
雄
「
い
い
加
減
に
し
て
く
れ
な
か
？
　
葬
式
だ
ぞ
」


　
　
陸
也
、
さ
ら
に
声
を
大
き
く
し
て
笑
う
。
夏
子
、


　
　
周
り
の
人
た
ち
が
冷
た
い
視
線
を
陸
也
に
向
け


　
　
て
い
る
の
を
見
て
、


夏
子
「
（
茂
雄
に
）
あ
な
た
」


　
　
茂
雄
、
陸
也
の
腕
を
掴
ん
で
、


茂
雄
「
一
旦
出
よ
う
」


　
　
陸
也
、
笑
い
続
け
て
い
る
。
茂
雄
、
陸
也
の
腕


　
　
を
掴
ん
で
強
引
に
立
た
せ
、
式
場
の
外
に
連
れ


　
　
て
行
こ
う
と
す
る
。
陸
也
、
茂
雄
に
連
れ
て
い


　
　
か
れ
な
が
ら
も
、
笑
い
続
け
て
い
る
。


◯
　
□
□
病
院
・
５
０
３
号
室
（
回
想
）
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直
弘
、
点
滴
に
繋
が
れ
て
、
ベ
ッ
ド
に
座
っ
て


　
　
い
る
。
横
に
は
陸
也
、
座
っ
て
い
る
。
２
人
、


　
　
ゲ
ー
ム
で
対
戦
し
て
い
る
。
２
人
と
も
、
と
て


　
　
も
真
剣
。
２
人
、
ゲ
ー
ム
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す


　
　
手
が
ど
ん
ど
ん
と
激
し
く
な
っ
て
き
て
、


直
弘
「
な
ぁ
、
陸
に
ぃ
」


陸
也
「
な
ん
だ
？
」


直
弘
「
俺
や
っ
ぱ
り
、
手
術
受
け
た
く
な
い
や
」


　
　
陸
也
、
直
弘
を
見
て
、


陸
也
「
え
っ
？
」


　
　
陸
也
の
持
っ
て
い
る
ゲ
ー
ム
機
か
ら
は
、
ゲ
ー


　
　
ム
オ
ー
バ
ー
の
音
が
す
る
。


直
弘
「
よ
し
！
」


　
　
陸
也
、
自
分
の
ゲ
ー
ム
機
を
見
て
、


陸
也
「
あ
っ
！
（
直
弘
を
見
て
）
ず
る
い
ぞ
」


直
弘
「
目
を
離
し
た
の
が
悪
い
」


陸
也
「
ウ
ソ
つ
い
て
、
俺
の
気
を
引
い
た
だ
ろ
？
」


　
　
直
弘
、
ゲ
ー
ム
機
を
ベ
ッ
ド
に
置
い
て
、


直
弘
「
俺
の
勝
ち
〜
」


陸
也
「
ダ
メ
だ
ダ
メ
だ
」


直
弘
「
な
ん
で
？
」


陸
也
「
だ
っ
て
直
弘
、
ウ
ソ
つ
い
た
だ
ろ
？
」


　
　
直
弘
、
少
し
ト
ー
ン
を
落
と
し
て
、


直
弘
「
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
よ
」


陸
也
「…

怖
い
か
？
」


直
弘
「
当
た
り
前
だ
ろ
？
」


　
　
陸
也
、
ベ
ッ
ド
に
ゲ
ー
ム
機
を
置
き
、


陸
也
「
手
術
は
高
い
確
率
で
成
功
す
る
っ
て
、
お
医


　
　
者
さ
ん
も
言
っ
て
た
だ
ろ
？
」


直
弘
「
（
暗
く
）
で
も
、
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ
？
」


　
　
陸
也
、
落
ち
込
ん
で
い
る
直
弘
を
見
て
、


陸
也
「
（
明
る
く
振
る
舞
っ
て
）
大
丈
夫
さ
。
日
本


　
　
の
医
療
は
、
世
界
の
中
で
も
最
先
端
な
ん
だ
ぜ
」


直
弘
「
そ
う
な
の
？
」


陸
也
「
そ
り
ゃ
そ
う
さ
」


　
　
す
る
と
、
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
の
隣
の
ベ
ッ
ド
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か
ら
、
子
供
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
陸


　
　
也
と
直
弘
、
隣
の
ベ
ッ
ド
の
方
を
見
る
。


女
性
の
声
「
ほ
ら
、
大
丈
夫
よ
。
よ
し
君
、
ち
ょ
っ


　
　
と
だ
け
一
人
で
待
て
る
？
」


男
の
子
の
声
「
う
ん
」


女
性
の
声
「
す
ぐ
に
戻
っ
て
く
る
か
ら
ね
」


　
　
女
性
の
声
と
子
供
の
鳴
き
声
、
ベ
ッ
ド
か
ら
離


　
　
れ
て
行
く
。
２
人
、
少
し
の
間
黙
っ
て
い
て
、


直
弘
「
俺
、
夢
が
あ
る
ん
だ
」


陸
也
「
ど
ん
な
夢
？
」


直
弘
「
俺
さ…

」


　
　
直
弘
、
恥
ず
か
し
が
る
。


陸
也
「
（
茶
化
す
よ
う
の
）
何
だ
よ
」


直
弘
「
や
っ
ぱ
り
い
い
や
」


　
　
直
弘
、
ゲ
ー
ム
機
を
持
つ
。


陸
也
「
お
い
お
い
、
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
？
　
そ
こ
ま
　


　
　
で
言
っ
た
ん
だ
か
ら
言
え
よ
」


直
弘
「
嫌
だ
。
陸
に
ぃ
、
絶
対
に
笑
う
も
ん
」


陸
也
「
笑
わ
ね
ぇ
よ
。
笑
う
わ
け
な
い
だ
ろ
？
」


　
　
直
弘
、
陸
也
を
睨
ん
で
、


直
弘
「
本
当
に
？
」


陸
也
「
（
真
剣
な
顔
で
）
本
当
に
？
」


直
弘
「
絶
対
？
」


陸
也
「
絶
対
」


　
　
直
弘
、
ゲ
ー
ム
機
を
ベ
ッ
ド
に
置
い
て
、


直
弘
「
俺…

」


　
　
陸
也
、
真
剣
な
顔
で
直
弘
を
見
て
い
る
。


直
弘
「
芸
人
に
な
り
た
い
ん
だ
」


陸
也
「
芸
人
？
　
お
前
そ
れ
、
本
気
で
言
っ
て
ん
の


　
　
か
？
」


　
　
陸
也
、
声
を
抑
え
て
笑
う
。


直
弘
「
（
怒
っ
て
）
や
っ
ぱ
り
笑
っ
て
ん
じ
ゃ
ん
！
」


陸
也
「
（
笑
い
な
が
ら
）
お
前
、
芸
人
の
才
能
あ
る


　
　
よ
。
面
白
い
こ
と
言
う
な
ぁ
」


　
　
直
弘
、
も
う
一
度
ゲ
ー
ム
機
を
持
っ
て
、


直
弘
「
や
っ
ぱ
り
陸
に
ぃ
に
な
ん
か
に
言
わ
な
き
ゃ
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よ
か
っ
た
」


　
　
陸
也
、
笑
っ
て
い
る
。


直
弘
「
（
不
貞
腐
れ
て
）
も
う
い
い
。
手
術
も
受
け


　
　
な
い
」


陸
也
「
ウ
ソ
だ
っ
て
。
拗
ね
る
な
よ
」


　
　
直
弘
、
無
視
し
て
ゲ
ー
ム
機
を
見
て
い
る
。


陸
也
「
夢
だ
っ
て
叶
う
し
、
手
術
だ
っ
て
成
功
す
る


　
　
よ
」


直
弘
「…

」


陸
也
「
絶
対
に
成
功
す
る
っ
て
」


直
弘
「
も
し
、
死
ん
だ
ら
？
」


陸
也
「
死
な
ね
ぇ
っ
て
」


　
　
直
弘
、
陸
也
を
見
て
、


直
弘
「
も
し
俺
が
死
ん
だ
ら
。
葬
式
で
笑
っ
て
よ
」


陸
也
「
笑
う
？
」


直
弘
「
陸
に
ぃ
が
葬
式
で
笑
っ
て
、
み
ん
な
に
嫌
な


　
　
目
で
見
ら
れ
て
、
そ
れ
を
見
て
俺
が
笑
う
か
ら
」


　
　
陸
也
、
戸
惑
っ
て
い
る
。


直
弘
「
約
束
し
て
よ
」


陸
也
「
い
や
、
そ
れ
は…

」


直
弘
「
い
い
だ
ろ
？
　
俺
は
死
な
な
い
ん
だ
ろ
？
　


　
　
だ
っ
た
ら
約
束
し
て
よ
」


陸
也
「
分
か
っ
た
よ
」


　
　
直
弘
、
小
指
を
出
し
て
、


直
弘
「
約
束
だ
ぞ
」


　
　
陸
也
、
直
弘
と
小
指
を
結
ん
で
、


陸
也
「
約
束
だ
！
」


◯
　
葬
儀
場


　
　
陸
也
、
茂
雄
に
腕
を
掴
ま
れ
て
外
に
連
れ
て
行


　
　
か
れ
て
い
る
。
陸
也
、
ず
っ
と
笑
っ
て
い
る
。


　
　
陸
也
、
参
列
者
に
嫌
な
目
で
見
ら
れ
て
い
る
。


　
　
直
弘
の
写
真
、
満
面
の
笑
み
。
陸
也
、
茂
雄
に


　
　
抗
っ
て
ズ
ボ
ン
が
捲
れ
て
、
チ
ラ
チ
ラ
と
陸
也


　
　
の
義
足
が
見
え
る
。
陸
也
、
先
ほ
ど
に
も
増
し


　
　
て
大
笑
い
し
て
、
涙
を
流
し
て
い
る
。
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